










































































































































No. 項目 ノーマル 交流 学習 h2
Q17 外に出て、今よりいろいろな人と交流できると思う .712 .281 .098 .596
Q15 いろいろなことをやっていけると思う .687 .151 .111 .507
Q18 同じ学校に通ったほうがたくさんの経験ができると思う .679 .241 .178 .550
Q12 一緒に働いたり、勉強することはよいことだと思う .622 .340 .126 .518
Q14 同じように勉強できる能力があると思う .619 .249 .108 .457
Q16 同じように生活できると思う .593 .136 .090 .378
Q11 同じ学校に通ったほうが仲良くなれると思う .539 .328 .116 .411
Q10 働く場所をもっと増やしたほうがいいと思う .499 .165 .161 .302
Q08 できないことはみんなで助けてあげたほうがいいと思う .489 .281 .138 .337
Q09 バリアフリーはみんなで進めていったほうがいいと思う .463 .108 .194 .263
Q02 一緒に活動(遊び・勉強)したいと思う .249 .833 .178 .788
Q03 会って話したいと思う .233 .794 .213 .730
Q05 友達になりたいと思う .334 .711 .201 .657
Q01 もっと知りたいと思う .233 .650 .386 .626
Q04 助けたいと思う .315 .426 .241 .339
Q07 困っていたら自分から声をかけると思う .264 .380 .107 .226
Q13 学校の勉強の中で体の不自由な人のことについて教えてもらいたいと思う .352 .325 .740 .778






























N μ σ μ σ μ σ
見たことがない 24 -.842 1.246 -.348 1.192 .221 .968
見たことがある 28 -.477 .842 -.106 .900 .030 .938
関わり有り 75 .181 .664 .560 .759 .244 .717
複数回の関わり 60 .324 .590 .749 .775 .363 .900
合計 187 -.003 .868 .404 .935 .247 .846
見たことがない 10 -1.713 1.000 -1.165 .726 -.945 .560
見たことがある 23 -.194 .986 -.549 .483 -.534 1.095
関わり有り 56 .345 .654 -.029 .693 -.038 .807
複数回の関わり 55 .419 .550 .348 .713 .131 .642
合計 144 .144 .892 -.047 .796 -.116 .844
見たことがない 11 -1.085 1.430 -1.294 .689 -.867 1.249
見たことがある 55 -.585 .985 -.829 .545 -.380 .744
関わり有り 60 .168 .771 -.446 .616 -.117 .773
複数回の関わり 54 .256 .621 .329 .696 .146 .664
合計 180 -.112 .955 -.382 .807 -.164 .810
見たことがない 45 -1.095 1.266 -.761 1.077 -.304 1.110
見たことがある 106 -.472 .953 -.577 .709 -.305 .898
関わり有り 191 .225 .697 .071 .814 .048 .775
複数回の関わり 169 .333 .588 .484 .752 .218 .754




















































で あ っ た。「 中 学 校 」 の 平 均 値（ 標 準 偏 差 ） は，「 見 た こ と が な い 」 −１．７１３
（１．０００），「見たことがある」 １９４（．９８６），「関わりがある」．３４５（．６５４），「複数回
関わりがある」．４１９（．５５０）であった。「高校生」の平均値（標準偏差）は，「見たこ
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